
本日の終業式に，２学期の反省を３組の舟串憲秦さんが発表して
くれました。

気が付けば，あっという間に２学期が，そして２０２２年が終わろ
うとしています。時が経つのは本当に早いものです。

１年生は２学期も様々な学習や行事に前向きに取り組みました。夏休み明けの「前期期末テスト」に臨む姿勢
に，早くも学校生活への切り替えがきちんとできていることを感じました。翌週には体育祭。短い練習期間にも
かかわらず，しっかりと行事を成功させる事ができました。また，９月末の新人戦では，３年生からバトンをも
らった１，２年生の活躍も目立ちました。入部当初は，「どういう活動をしていけばよいのだろう？」「早く自
分も先輩たちみたいにプレーしたいなぁ…」と，ついていくのに必死だったはず。それが今，いつの間にかメン
バーの一員として堂々と活動している１年生がいます。これが「成長」というものなのでしょう。さらに，１１
月には校外学習，秋凜祭もありました。校外学習では，実行委員を中心に準備し，皆でルールを守り楽しい思い
出をつくることができました。秋凜祭では，実行委員の仕事，そして合唱の練習を一生懸命行った日々がありま
した。各学級が熱心に練習を重ね，本番に精一杯歌いきったことは，１年生にとって，とても大きな思い出です。

友達との関係も大きく変わったことと思います。部活動を通して仲良くなった友達。これまで仲がよかった友
達の新しい一面の発見。もちろん，小学校の時より，人間関係は複雑に難しくなっていきます。しかし，学習も
部活動も，友達関係も，悩んだり，苦しんだりしたことは，絶対にムダにはなりません。悩みや苦しみの分だけ，
自分に厳しく，人に優しくなれるはずです。この２学期に，悩み苦しんだ人，そして，それを少しでもよい方向
に進めていこうと努力した人，その人はもうそれだけで十分，「成長」です。
「小学校の時は，クラスのみんな仲がよかった。」「小学生だった時には，悩みなんてなかったのに…」。こう

思うのも，中学生というこの時期が，人を大きく成長させ，大人に近づいているが故です。悩んだり戸惑ったり，
自問自答したりすることは何も特別なことでも，おかしいことでもないのです。これからも，様々なことが身の
回りで起こると思いますが，生徒たちには，それらを自分の成長の糧として前に進んでほしいと思っています。
そのために，我々大人が，時に「先導」し，時に「伴走」し，そして，時に「追走」して，生徒たちを見守り，
励ましていくことが必要なのだと思います。

いよいよ来年は２年生になる年。１年生としての生活も残りわずか３か月となりました。学年しめくくりの３
学期。よい思い出をまた，たくさんつくっていきたいと思います。
保護者の皆様，この２０２２年，第１学年を温かく見守り，支えてくださり，ありがとうございました。来年

もよろしくお願いします。よいお年をお迎えください。

一 期 一 会

私は、この２学期を振り返ってがんばったことが２つあります。
それは，委員会と部活動です。
委員会では，後期の代表委員を務めました。やることが増えるため

大変だと聞いていました。そのような不安の多い中で迎えた初めての
代表委員会。幸いにも友達に恵まれて，なんとか話合いをすることが
できました。話合い以外にも，学校のイメージキャラクターの呼び掛
け，クイズ大会へ向けた準備などをしました。私は，元々人見知りだ
ったのですが，代表委員になったことで他の人とも話をする機会が増
え，少なかった友達も増やすことができました。２年生になっても代
表委員になって，他の人のために色々なことをしていきたいです。
次に、部活動についてです。テニス部に入部してからもう半年が経ち，
部活にも慣れてきました。しかし，前期を終えて１１月に入った頃，
日の落ちる時間が早くなり，それに伴い部活の時間が大幅に減ってし
まいました。それに加えて，個人面談により１週間顧問の先生がおら
ず他の先生に見てもらうことになり，正直不安でした。ですが，先生
に言われたことを思い出しながら，一球一球を大切に打ちました。１
２月になると更に時間が減りましたが，みんなで協力をしてしっかり
と練習に取り組むことができました。練習試合に向けてしっかりと基
礎を固めておきたいです。
３学期になっても，他の人達との話合いで出た意見から，自分の考

えを深められた経験を忘れずに，様々なことに取り組んでいきたいで
す。
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冬休みはとても短いですが，自分の

これまでの学習の仕方や内容を振り返

り，よりよい方向へ進めていくのにと

てもよい機会です。夏休みのようにあ

まり予定が入らず，年末年始の時期を

まとめて「休み」とすることができる

からです。

そんな冬休みに生徒たちに意識させ

たいこと，それは，「自分なりの学習

計画」を立てるということです。特に，

人によってちがう苦手な教科，復習し

ておきたい分野を自分できちんと把握

し，そこに時間をかけて臨めるかどう

かで，３学期のスタートがまるでちが

ってきます。

生徒たちに配付した冬休みのしおり

に計画表を入れてあります。冬休みの

課題も載っていますので，ご家庭でも

お声かけをよろしくお願いします。１

月１２日，１３日には，「学力診断テ

スト」が実施されます。一年のまとめ

の学期となる３学期を有意義なものに

するためにも，コツコツと学習したこ

との復習に努めさせていきたいと思い

ます。


